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■人件費の状況(普通会計決算)

区　分 住民基本台帳人口
(令和5年1月1日現在) 歳出額(A) 実質収支 人件費(B) 人件費率

(B/A)
令和3年度の

人件費率(参考)
令和4年度 31,644人 29,188,834千円 270,778千円 2,492,233千円 8.5% 8.9%
■職員給与費の状況(普通会計決算)

区　分 職員数(A)
※1

給　与　費 一人当たり
給与費(B/A)給　料 職員手当※2 期末・勤勉手当 計(B)

令和4年度 260人 958,456千円 205,339千円 353,099千円 1,516,894千円 5,834千円
※1 職員数は、令和4年4月1日現在の人数である。　※2 職員手当には退職手当を含まない。
■一般行政職の初任給及び経験年数区分別平均給料月額等(令和5年4月1日現在)

区　分 初任給 平均給料
月額

平 均
年 齢

経験年数区分別の平均給料月額
10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

大学卒 185,200円
298,300円 39.7歳

271,800円 313,400円 360,800円
高校卒 154,600円 233,400円 283,900円 323,100円

■特別職の給料及び報酬等(令和5年12月1日現在)
区 分 給 料・報 酬 令和5年度　期末手当　支給割合 退職手当

市 長 852,000円 市長・副市長・教育長 議長・副議長・議員 852,000円×在職年数×444/100
副市長 707,000円   6月期 2.200月   6月期 2.200月 707,000円×在職年数×370/100
教育長 606,000円 12月期 2.300月 12月期 2.300月 606,000円×在職年数×296/100
議 長 429,000円 計 4.50月 計 4.50月
副議長 389,000円 加算 15% 加算 15%
議 員 355,000円
■職員の主な手当(令和5年4月1日現在)

手当名 内容及び支給単価 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

扶養手当 子（１人につき）　10,000円、
子以外の扶養親族(1人につき)　6,500円 同 －

住居手当 借家　家賃の額に応じて28,000円を限度に支給 同 －

通勤手当 交通機関　55,000円を限度に運賃相当額を支給
交通用具　使用距離に応じて3,000円～ 33,900円を支給

同
異

－
支給額

■期末・勤勉手当(令和5年度支給割合)
支給月 期末手当 勤勉手当

6月期 1.200月分
(0.675月分)

1.00月分
(0.475月分)

12月期 1.250月分
(0.7月分)

1.05月分
(0.50月分)

計 2.45月分
(1.375月分)

2.05月分
(0.975月分)

※支給割合は国と同じ
※(　)内は再任用職員に係る支給割合
※職責加算(国の制度に準拠)
　部長・副部長・監　　15%
　課長・主幹　　　　　10%
　主査・主任　　　　　  5%

■一般行政職の級別職員数の状況(令和5年4月1日現在)

区 分 標準的な職務内容
※1

職員数
※2 構成比 1年前の

構成比
1級 主事・技師 25人 11.0% 13.8％

2級 主事・技師 42人 18.4% 17.8%

3級 主任 57人 25.0% 22.2%

4級 主査・主任 62人 27.2% 27.6%

5級 課長・主幹 36人 15.8% 15.5％

6級 副部長・監 2人 0.9% 0.9％

7級 部長 4人 1.7% 2.2％

合計 228人 100% 100%
※1 � �標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する

代表的な職務である。
※2 � �稚内市の給与条例に基づく給料表の級区分による

職員数である。

■退職手当(令和5年4月1日現在)
区　分 自己都合 勧 奨・定 年

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 44.7795月分 47.709月分

※支給率は国と同じ
※その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置(2% ～ 20%)
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す
る
た
め
、
健
全

な
財
政
の
確
立
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

効
率
的
な
組
織
運
営
を
行
う
た
め
、
人
件
費
お
よ
び
職
員
数
の
適
正
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
職
員
の
給
与(

給
料
と
諸
手
当)

は
、
国
や
他
自
治
体
職
員
の
給
与
を

考
慮
し
、
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て

市
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

■部門別職員数の状況と主な増減理由(各年4月1日現在)
区 分

部 門
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
令和4年 令和5年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会
総務
税務
民生
衛生
労働
農林水産
商工
土木

6
68
16
47
22

3
13
13
26

5
74
13
47
22

2
12
13
25

△1
6

△3
0
0

△1
△1

0
△1

職員退職による減
新規採用職員の仮配置による増
職員退職による減

職員退職による減
職員退職による減

職員退職による減

計 214 213 △1
教育部門 46 45 △1 職員退職による減

小計 260 258 △2
公
営
企
業
等
会
計
部
門

病院
水道
下水道
その他

355
10

3
18

362
10

3
19

7
0
0
1

医療提供体制の強化による増

専門職の欠員補充による増

小計 386 394 8
合計 646 652 6

民生委員児童委員だより

　

一
昨
年
の
12
月
1
日
付
で
稚
内
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
絡
協
議
会
の
理
事
長
職
と
な
り
1
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

一
斉
改
選
に
伴
い
稚
内
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協

議
会
の
地
区
割
を
改
変
し
、
稚
内
市
内
の
中
学
校
区
に
合

わ
せ
た
体
制
に
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
各
地
区
の

委
員
構
成
を
変
え
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
と
違
う
新
し

い
組
織
と
し
、
中
学
校
区
に
合
わ
せ
た
こ
と
で
、
学
校
と

密
接
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
、
独
り
暮
ら
し
世
帯
の
増
加
に
よ

り
家
族
意
識
の
変
容
な
ど
が
進
み
、
住
民
が
生
活
の
な
か

で
直
面
す
る
生
活
課
題
、
福
祉
課
題
は
多
種
多
様
化
し
、

近
年
の
不
況
な
ど
も
重
な
り
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
が
抱
え
る
諸
問
題
も
増
加
し
、
そ

れ
を
起
因
と
し
た
悲
し
い
虐
待
が
起
こ
り
、
何
年
経
っ
て

も
収
ま
ら
な
い
児
童
・
生
徒
間
の
い
じ
め
被
害
か
ら
の
自

殺
等
に
よ
っ
て
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
未
来
が
失
わ
れ

て
い
く
現
実
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
少
し
で

も
改
善
し
て
い
け
る
よ
う
地
域
社
会
の
一
助
に
な
っ
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
的
に
民
生
委
員
児
童
委
員
の
担
い
手
が
不

足
し
て
い
る
な
か
、
今
回
の
改
選
で
快
く
民
生
委
員
児
童

委
員
に
就
任
頂
き
ま
し
た
委
員
の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解

と
、
日
ご
ろ
忙
し
い
な
か
活
動
頂
い
て
い
る
こ
と
に
改
め

て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
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私
共
、
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に

寄
り
添
っ
た
相
談
支
援
活
動
を
展
開
し
、
各
機
関
に
積
極

的
な
協
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
で
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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民
生
委
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児
童
委
員
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【
稚
内
東
中
学
校
区
】

　

大
黒
三
、
栄
、
白
樺
、
潮
見
第
二
、

　

仲
好
、
は
ま
な
す
、
声
問

●
稚
内
市
潮
見
が
丘
地
区

　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

【
潮
見
が
丘
中
学
校
区
】

　

富
岡
、
萩
見
、
朝
日
、

　

更
喜
苫
内

●
稚
内
市
南
地
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民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

【
稚
内
南
中
学
校
区
】

　

南
四
、
南
五
、
南
六
、
港
五
、

　

末
広
、
大
黒
一
、
大
黒
二
、
緑
一
、

　

緑
ヶ
丘
、
緑
第
二
、
ひ
か
り
、

　

ひ
ば
り
、
こ
ま
ど
り
、
さ
く
ら
ヶ
丘
、

　

抜
海
、
ク
ト
ネ
ベ
ツ
、
上
勇
知
、

　

下
勇
知
、
夕
来

●
稚
内
市
天
北
地
区

　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

【
増
幌
中
学
校
区
、

　

天
北
中
学
校
区
】

　

恵
北
、
増
幌
、
樺
岡
、
上
声
問
、

　

沼
川
、
曲
渕
、
豊
別
、
川
西
、

　

曙
、
川
南
、
天
興

●
稚
内
市
宗
谷
地
区

　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

【
宗
谷
中
学
校
区
】

　

富
磯
、
宗
谷
、
第
一
清
浜
、

　

第
二
清
浜
、
宗
谷
岬
、
東
浦

●
稚
内
市
北
地
区

　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

【
稚
内
中
学
校
区
】

　

西
浜
、
豊
浜
、
近
布
、
富
士
見
、

　

ノ
シ
ャ
ッ
プ
、
今
恵
、
稚
恵
、

　

恵
比
須
、
日
吉
、
北
七
、
北
栄
、

　

北
五
、
北
四
、
北
門
、
中
央
、

　

南
一
、
南
二
、
南
三

藤田　智子
大黒一町内会

寒川　弘子
大黒一町内会

林　　洋子
ひばり町内会

吉田　涼子
ひかり町内会

藤谷　良幸
北門町内会

南 北

北

南
潮見が丘

東


